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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　高密度の平行線状凹凸構造を備えた金属導体からなる偏光子と、
　前記偏光子と同一平面上に、反射層を具備し回折光を反射することができる回折構造部
と、を具備したことを特徴とする偽造防止媒体。
【請求項２】
　前記偏光子の偏光方向の異なるものを画素としてパターン化し、同一平面上に配置した
ことを特徴とする請求項１記載の偽造防止媒体。
【請求項３】
　前記偏光子の裏側の一部に反射層が設けられていることを特徴とする請求項１または２
記載の偽造防止媒体。
【請求項４】
　前記偏光子の裏側の一部に印刷層が設けられていることを特徴とする請求項１から３の
いずれか１項に記載の偽造防止媒体。
【請求項５】
　前記偏光子の裏側の一部に光吸収層が設けられていることを特徴とする請求項１から４
いずれか１項に記載の偽造防止媒体。
【請求項６】
　前記偏光子の裏側の一部が透明、一部が不透明となっていることを特徴とする請求項１
から５いずれか１項に記載の偽造防止媒体。
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【請求項７】
　保護層を具備したことを特徴とする請求項１から６いずれか１項に記載の偽造防止媒体
。
【請求項８】
　請求項１から７いずれか１項に記載の偽造防止媒体の裏面に接着層を具備したことを特
徴とする偽造防止ラベル。
【請求項９】
　前記偽造防止媒体の前記接着層形成面とは反対側の面に剥離可能に支持した基材を具備
したことを特徴とする請求項８に記載の偽造防止ラベル。
【請求項１０】
　請求項１から請求項７のいずれか１項に記載の偽造防止媒体あるいは請求項８または９
に記載の偽造防止ラベルを具備した物品。
 
 

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、銀行券、債権、商品券、小切手などの金券、有価証券ならびに、クレジット
カード、IDカード、公文書など各種証明書、重要書類などの偽造対策、複製対策として、
また商品の模造品対策や封印ラベルとして必要とされている偽造防止媒体およびそれを用
いた偽造防止ラベル並びに物品に関するものであり、特に肉眼での真贋判定を可能とする
セキュリティ性の高い偽造防止策を施したものである。
【背景技術】
【０００２】
　有価証券、各種証明書及び重要書類等の印刷物や、模造品対策として商品に貼付される
シール、また商品が未開封であることを証明する封印シールなどは、その価値を保証、維
持または証明する必要があるため、セキュリティ性の高い偽造防止を施す必要がある。
【０００３】
　偽造防止技術には、誰が見ても偽造防止技術と認知でき真贋判定を可能とするオバート
技術と、特定の人物のみが偽造防止技術の存在を知り、特定の方法で真贋判定を行うコバ
ート技術に分けられる
【０００４】
　オバート技術の一例として、見る角度によって色や模様が変る回折構造体や多層干渉膜
などがあげられる。コバート技術の一例として、機器やフィルタなどを使用して判定を行
う蛍光印刷や万線潜像などがあげられる。偽造防止効果をより高めるため、これらは互い
に組み合わせて製品化されることが多い。
【０００５】
　またコバート技術の一例としては、液晶などを用いパターンで位相子の光軸を変化させ
、偏光板を介した時のみ潜像が可視化し、偏光板を介さない場合は目視での潜像認識が不
可能もしくは困難である偽造防止技術や、更にこれを回折構造体と積層させ組み合わせる
ことで偽造防止効果を高める方法などが提案されている（特許文献１）。
【０００６】
　しかし、液晶は位相子として入射する光の光軸を変化させるだけの機能しか持たないた
め、潜像を表示させるには、２枚の偏光板を偏光方向が直交する向きで液晶を用いた潜像
表示層を挟み込んだり、片方の面に反射層を設けたりする必要があった。また液晶を用い
るため耐光性の向上策として紫外線吸収層などの光保護層を設ける必要から多層構造とな
っていた。
【０００７】
　こうした偽造防止媒体は、ステッカーや転写箔として真正品に貼付されることが多く、
多層構造の媒体をセキュリティ用途で使用するには、各層が高い密着性を持つ必要があり
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、目的の機能を持ちつつ密着性の高い材料の選定や条件の模索を行う必要があり、多層に
なればなるほど開発に時間を要する。また多層構造にすると製品製造時の工程数が増え、
コスト、納期、歩留まりが悪化する欠点を有している。
【０００８】
　入射光の波長よりも十分に短い間隔で、極細導体が直線で並び形成されている時、導体
の直線方向に平行な直線偏光を反射し、直交方向の直線偏光を透過する現象が広く知られ
ており、偏光板として利用できる。また近年の微細加工技術の進歩により、これを可視光
波長よりも十分短い間隔で極細導体を配列させることが可能となってきた（特許文献２）
。
【０００９】
　しかし、入射光よりも十分短い波長で導体を配列させることが難しかったため、専ら波
長の長い赤外光などの分野で使用され、遠赤外領域における偏光測定や長波長レーザー用
カップリングデバイスへの応用であり、偽造防止媒体への応用はされてない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】特開２００６－４３９７８号公報
【特許文献２】特開２００５－１９５８２４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　偽造防止効果を高めるためには、オバート技術、コバート技術など複数の偽造防止技術
を組み合わせた高機能な媒体であることが望まれるが、多層構成を避け、層構成を簡略化
することも必要であり、潜像発現方法に液晶などの光に弱い物質を用いると耐光性の問題
も生じるため、耐性のある複数の偽造防止技術を組み合わせ、多層構成とならない高機能
偽造防止媒体が求められる。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　偏光板を介した目視によって視認可能で且つ偏光板を介さないと目視によっては視認不
可または視認困難な潜像を表示させることができるコバート技術と、オバート技術として
回折構造体を組み合わせ、各々を別々の層としてではなく同一平面に提供する。これによ
り多層構造とすることなく前述の問題が解決される。更に潜像発現方法に液晶などの光に
弱い物質を用いないことで耐光性の問題もなく、潜像発現部に光透過性を持たすことによ
って裏面を視認可能として意匠性を向上させ見た目に美しい偽造防止媒体を提供すること
ができる。本発明の一態様は、偏光方向の異なる直線偏光子を同一平面上に配置し、これ
を偏光板を通して見ることで、潜像が発現し、さらに視潜像発現部に光透過性を持たすこ
とによって裏面を視認可能として意匠性を向上させ見た目に美しい偽造防止媒体を提供す
る。
【００１３】
　直線偏光が透過する向きが、互いに直交する二種類の偏光子が同一平面上に形成されて
いる時、偏光板などを通してこれを見ると、入射する直線偏光に対して互いの偏光子から
戻ってくる光の振る舞いが異なり、一方は透過、もう一方は反射もしくは遮光されるなど
して、各々の偏光子にコントラストが付いて見える。人間は自然光、偏光、偏光方向など
の違いを認識することができないため、偏光板を通してこれを見た時だけ、コントラスト
を潜像として認識することができ、偏光板を通さずにこれを見ても、各々の偏光子の違い
を認識することはできない。またここで言う偏光板とは、自然光を入射させた時にその中
の一定の直線偏光だけを透過するものを言い、それを実現できるものであれば、吸収型、
反射型など種類は問わない。
【００１４】
　上記の課題を解決するための手段として、請求項１に記載の発明は、高密度の平行線状
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凹凸構造を備えた金属導体からなる偏光子と、前記偏光子と同一平面上に、反射層を具備
し回折光を反射することができる回折構造部と、を具備したことを特徴とする偽造防止媒
体である。
 
 
【００１５】
　また、請求項２に記載の発明は、前記偏光子の偏光方向の異なるものを画素としてパタ
ーン化し、同一平面上に配置したことを特徴とする請求項１記載の偽造防止媒体である。
 
 
【００１７】
　また、請求項３に記載の発明は、前記偏光子の裏側の一部に反射層が設けられているこ
とを特徴とする請求項１または２記載の偽造防止媒体である。
 
 
【００１８】
　また、請求項４に記載の発明は、前記偏光子の裏側の一部に印刷層が設けられているこ
とを特徴とする請求項１から３のいずれか１項に記載の偽造防止媒体である。
 
 
【００１９】
　また、請求項５に記載の発明は、前記偏光子の裏側の一部に光吸収層が設けられている
ことを特徴とする請求項１から４いずれか１項に記載の偽造防止媒体である。
 
 
【００２０】
　また、請求項６に記載の発明は、前記偏光子の裏側の一部が透明、一部が不透明となっ
ていることを特徴とする請求項１から５いずれか１項に記載の偽造防止媒体である。
 
 
【００２１】
　また、請求項７に記載の発明は、保護層を具備したことを特徴とする請求項１から６い
ずれか１項に記載の偽造防止媒体である。
 
 
【００２２】
　また、請求項８に記載の発明は、請求項１から７いずれか１項に記載の偽造防止媒体の
裏面に接着層を具備したことを特徴とする偽造防止ラベルである。
 
 
【００２３】
　また、請求項９に記載の発明は、前記偽造防止媒体の前記接着層形成面とは反対側の面
に剥離可能に支持した基材を具備したことを特徴とする請求項８に記載の偽造防止ラベル
である。
 
 
【００２４】
　また、請求項１０に記載の発明は、請求項１から請求項７のいずれか１項に記載の偽造
防止媒体あるいは請求項８または９に記載の偽造防止ラベルを具備した物品である。
【発明の効果】
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【００２５】
　本発明の偽造防止媒体は、偏光板を介し目視によって認識可能で、且つ偏光板を介さな
いと視認不可または視認困難な潜像を表示させる機能を持つ。回折構造体と組み合わせる
場合でも多層構造ではなく同一平面上である為、多層構造の場合の様な密着を気にする必
要がない。また導体の役割を持つ金属反射膜で形成されているため光による劣化が無い。
偏光子は光透過性があるため、裏面の状態を変えることによって偏光板有無に関係なく見
え方の多様性を持たせることが出来る。さらに偏光子部は微細凹凸構造を用いて製造する
ため偽造が困難であり、偽造防止媒体として有効である。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本発明に係る高密度の平行線状凹凸構造の実施形態の例を説明した立体図。
【図２】本発明に係る高密度の平行線状凹凸構造に蒸着により金属導体を形成した実施形
態の例を説明した立体図。
【図３】本発明に係る高密度の平行線状凹凸構造を備えた金属導体からなる偏光子と反射
層を具備し回折光を反射することができる回折構造部が一体となった実施形態の例を説明
した概略図。
【図４】本発明に係る高密度の平行線状凹凸構造を備えた金属導体からなる偏光子と反射
層を具備し回折光を反射することができる回折構造部が一体となった実施形態の例を断面
（図３ＸＺ断面）で見た説明図。
【図５】本発明に係る高密度の平行線状凹凸構造を備えた金属導体からなる偏光子と反射
層を具備し回折光を反射することができる回折構造部が一体となった実施形態の例を断面
（図３ＹＺ断面）で見た説明図。
【図６】本発明に係る偽造防止媒体の実施形態の例を断面（図３ＹＺ断面）で見た説明図
。
【図７】本発明に係る偽造防止媒体の潜像確認方法の一例を示した説明図。
【図８】本発明に係る偽造防止媒体の潜像確認方法の一例を示した説明図。
【図９】本発明に係る偽造防止媒体の一例のｘ軸方向に直線偏光を透過するような向きの
偏光板を通して見た様子を示した説明図。
【図１０】本発明に係る偽造防止媒体の一例のｙ軸方向に直線偏光を透過するような向き
の偏光板を通して見た様子を示した説明図。
【図１１】本発明に係る偽造防止媒体に裏面加工を施した実施形態の例を断面（図３ＹＺ
断面）で見た説明図。
【図１２】本発明に係る偽造防止媒体に反射層が設けられた実施形態の例を裏側から見た
様子を示した説明図。
【図１３】本発明に係る偽造防止媒体に反射層が設けられた実施形態の例を表側から見た
様子を示した説明図。
【図１４】本発明に係る偽造防止媒体の実施形態の例に偏光板を重ね正反射で見た様子を
示した説明図。
【図１５】本発明に係る偽造防止媒体の裏側の一部を光透過部とした実施形態の例を見た
様子を示した説明図。
【図１６】本発明に係る偽造防止媒体の裏側の一部を光透過部とした実施形態の例に表面
から光にかざして見た様子を示した説明図。
【図１７】本発明に係る偽造防止媒体の裏側の一部を光透過部とした実施形態の例に偏光
板を重ね表面から光にかざして見た様子を示した説明図。
【図１８】本発明に係る偽造防止媒体を含む商品券とした実施形態の例を示した説明図。
【図１９】本発明に係る偽造防止ラベルの実施形態の例を示した説明図。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　図１、図２は本発明の主たる要素である直線凹凸構造によって作られる偏光子について
説明するためのものである。図１は光透過性を持つ樹脂で形成された直線凹凸構造であり
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、ここに蒸着などの方法を用いて導体を形成すると、図２のように、主に凹凸構造の凸部
に導体が堆積し、前記直線極細導体が並んでいる状態と同じ現象が発生するため、直線凹
凸構造に導体が形成された導体直線凹凸構造で作られた偏光子は、導体直線凹凸構造の直
線方向に一致するｘ軸方向の直線偏光を反射し、導体直線凹凸構造の直線方向に直行する
ｙ軸方向の直線偏光を透過する。
【００２８】
　導体直線凹凸構造で作られた偏光子に自然光が入射した場合も、導体直線凹凸構造の直
線方向の直線偏光を反射し、導体直線凹凸構造の直線方向に直行する方向の直線偏光を透
過する。
【００２９】
　故に、直線方向が互いに直交する導体直線凹凸構造のうち、同じ方向を向いた導体直線
凹凸構造が一定面積並んだ集合を画素とし、直線の向きが直交するもう一種類の導体直線
凹凸構造が一定面積並んだ集合で構成された画素とが同一平面に配置されることで、偏光
板を通してこれを見た時、各画素間でコントラストが生じ潜像としての認識が可能となる
。
【００３０】
　図２のような導体直線凹凸構造のうち、互いに直交する方向を向いた二種類の導体凹凸
構造を、同一平面状で一体となっているようにパターン状に並べた偽造防止媒体の概略図
を図３に示す。
【００３１】
　偽造防止媒体は、凹凸構造や回折構造を形成する構造体形成層１０１の上に、直線方向
がｘ軸方向を向いた導体直線凹凸構造体Ｘ１０２と、直線方向がｙ軸方向を向いた導体直
線凹凸構造体Ｙ１０３、更に回折構造体１０４が形成され、その上に保護層１０５が覆わ
れている。
【００３２】
　偽造防止媒体を切断し、構造体形成層１０１、導体直線凹凸構造体Ｘ１０２、導体直線
凹凸構造体Ｙ１０３のみを表示した断面のうち、切断面ＸＺ１０７の箇所で切断した断面
を図４に、切断面ＹＺ１０６の箇所で切断した断面を図５に示す。
【００３３】
　図４の偽造防止媒体ＸＺ断面Ａ２０は、導体直線凹凸構造体Ｘ１０２が凹となっている
部分で切断している断面図であり、偽造防止媒体ＸＺ断面Ｂ２１は、導体直線凹凸構造体
Ｘ１０２が凹となっている部分で切断している断面図である。
【００３４】
　同様に図５の偽造防止媒体ＹＺ断面Ａ３０は、導体直線凹凸構造体Ｙ１０３が凹となっ
ている部分で切断している断面であり、偽造防止媒体ＹＺ断面Ｂ３１は、導体直線凹凸構
造体Ｙ１０３が凹となっている部分で切断している断面図である。
【００３５】
　図３から図５は偽造防止媒体の構造を詳細に表してはおらず、図２のように透過性樹脂
と導体を明確に書き分けると、偽造防止媒体面Ｂ３１は、図６の偽造防止媒体断面詳細３
２のようになり、構造体形成層１０１、透過性直線凹凸構造体Ｘ６０１、透過性直線凹凸
構造体Ｙ６０２、透過性回折構造体６０３、導体６０４、保護層１０５が含まれる。
【００３６】
　構造体形成層１０１は例えば、アクリル性樹脂、ポリカーボネート性樹脂、スチレン系
樹脂などに代表される熱可塑性樹脂又は光硬化性樹脂を使用すると、金型を用いた転写に
より、一方の主面に透過性直線凹凸構造体Ｘ６０１や透過性直線凹凸構造体Ｙ６０２や、
透過性回折構造体６０３の形成が容易になる。また構造形成層１０１はこのような方法で
製造されて良い。
【００３７】
　熱可塑性樹脂又は光硬化性樹脂は、透過性を持つ透明樹脂などの透明材料を用いること
が望ましいが、用途によっては、必ずしもその限りではない。本発明で用いられる偏光子
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は反射光が直線偏光であるため、潜像を発現させるだけの用途に限れば、構造形成層１０
１が不透明であっても良いことは明らかである。しかしその際、入射光と同じ波長のみを
反射するような色の樹脂を用いると潜像を認識し辛くなる。不透明樹脂を用いて潜像を認
識しやすくするには、入射光を吸収するような色の樹脂を用いると良い。
【００３８】
　透過性直線凹凸構造体Ｘ６０１や透過性直線凹凸構造体Ｙ６０２上に形成される導体６
０４は、図２のように、主に凸部に堆積して偏光子として機能する。
【００３９】
　透過性回折構造体６０３上に形成された導体６０４は全面に形成される。従って透過性
回折構造体６０３は、全面を導体で被覆され反射層となるため、必ずしも透過性を持つ透
明樹脂で形成される必要は無い。しかしながら偽造防止性や意匠性を向上させるために、
反射層を含む回折構造体１０４の、反射層の一部を除去する技術が知られており、この技
術を用いる場合は、透明性回折構造体６０３は透過性を持つ透明樹脂で形成されることが
望ましい。その技術とは例えば、反射層の上に光透過性を持つ耐アルカリ層をパターン状
に形成し、全面に対して反射層を溶解するのに適したアルカリ性溶液でエッチングを行い
、前記耐アルカリ層が形成されていない部分の反射層だけを除去する方法などがあげられ
る。
【００４０】
　導体６０４としては、導電性を持ち、かつ光反射性を持つことが望まれるので、例えば
導電性と金属光沢を持つアルミニウム、金、銀、銅、ニッケル、亜鉛などの金属を使用す
ることができる。これらの導体を、例えば蒸着やスパッタリングなどの方法で薄膜として
形成する。
【００４１】
　導体が形成された導体直線凹凸構造体Ｘ１０２や導体直線凹凸構造体Ｙ１０３の凸部は
、入射光波長より十分小さい間隔で並んでいる必要がある。例えば可視光で観察する場合
、可視光波長より十分狭い１０ｎｍから４００ｎｍ間隔などである。
【００４２】
　前記導体直線凹凸構造体Ｘ１０２や導体直線凹凸構造体Ｙ１０３の凹部には、導体が形
成されないほど良いため、深い方が望ましい。例えば１０ｎｍから１０００ｎｍなどであ
るが、必ずしもこの限りではない。少なくとも凸部に堆積している導体と凹部に堆積する
導体は絶縁されている必要があり、ピッチに対するアスペクト比が高い方が良い。
【００４３】
　透過性回折構造体６０３は、ピッチ１００ｎｍから１０μｍ程度の凹凸構造体であり、
ここに光反射層が設けられることで回折光を反射する回折構造体１０４となる。ここでは
光反射層を導体６０４で兼用しているが、高屈折率物質で代用することに透明反射層とし
て機能する。例えば硫化亜鉛、二酸化チタンなどである。これを用いる場合、透過性直線
凹凸構造体Ｘ６０２及び透過性直線凹凸構造体Ｙ６０３と、透過性構造形成層Ｘ６０１に
、それぞれ導体６０４と透明反射層を形成する際に、互いをマスクする必要がある。
【００４４】
　また構造体形成層１０１上の面に設けられている、導体直線凹凸構造体Ｘ１０２、導体
直線凹凸構造体Ｙ１０３、回折構造体１０４、もしくは透過性直線凹凸構造体Ｘ６０１、
透過性直線凹凸構造体Ｙ６０２、透過性回折構造体６０３を含む面には、図示されない凹
凸構造を持たない平坦な面を含んで良い、またこの面には導体６０４が形成されていても
、されていなくても良い。
【００４５】
　回折構造体１０４、透明回折構造体６０３は省略することができる。
【００４６】
　回折構造体１０４、透明回折構造体６０３は全面に導体６０４が形成されていても良い
し、一部に形成されていても良い。
【００４７】
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　図７、図８は、偽造防止媒体の潜像確認方法について示した概略図である。図７は導体
直線凹凸構造と回折構造が一体となった偽造防止媒体１０の上に偏光板を重ねた場合。図
８は、観測者の前に偏光板を設置し、離れたところにある偽造防止媒体１０を見る場合で
ある。どちらの場合でも、潜像を確認することができる。
【００４８】
　図７または図８のような方法で潜像を確認した際、図９は、ｘ軸方向に直線偏光を透過
するような向きの偏光板を通して見た図、図１０は、ｙ軸方向に直線偏光を透過するよう
な向きの偏光板を通して見た様子を説明する図である。
【００４９】
　図２に示されている導体直線凹凸構造の導体膜厚が極端に薄いなどの理由で、導体直線
凹凸構造によって付くられた偏光子の反射能力が十分でない場合、導体直線凹凸構造の直
線方向に一致する直線偏光が入射しても、その一部を透過するため、反射能力が十分でな
い導体直線凹凸構造で作られた偏光子の裏面が、吸収層、反射層、印刷などで形成された
色のついた散乱反射層など、状態を異ならせることによってもコントラストが付く。
【００５０】
　反射能力が十分でない導体直線凹凸構造で作られた偏光子が、大部分の入射光を反射し
、一部の入射光を透過するような向きで偏光板が重ねられた時、該偏光子の裏側が吸収層
であった場合、一部透過した入射光が吸収され、目に入ってくる光は偏光子表面で反射し
た光だけになるため、裏面が反射層、散乱反射層であった場合と比べて目に入ってくる光
の強さが最も弱くなる。
【００５１】
　前記該反射状態偏光子の裏側が反射層であった場合、一部透過した僅かな入射光もほぼ
全てが反射され、偏光子表面で反射した光に加えられるため、裏面が吸収層、散乱反射層
であった場合と比べて目に入ってくる光の強さは最も強くなる。
【００５２】
　前記該反射状態偏光子の裏側が印刷などで形成された色のついた散乱反射層であった場
合、入射光の波長によって一部透過した入射光がどの程度反射するかが変わってくるが、
入射光が白色に近い場合、目に入ってくる光の強さは、裏面が吸収層であった場合より強
く、裏面が反射層であった場合より弱くなる。
【００５３】
　但し、前記該反射状態偏光子の裏側に吸収層、反射層、散乱反射層などを設けても、特
に照明など強い光の偏光子表面での反射を見る場合、偏光子表面で反射してくる大部分の
光の強さに対する、一部の透過光による裏面の僅かな光の強さの変化の割合は著しく小さ
くなるため、正反射時には該偏光子の面は一様の明るさに見える。
【００５４】
　裏面に吸収層、反射層、散乱反射層などが設けられている偏光子部に対し、偏光板が重
ねられていない時、及び偏光子部に光が透過するよう偏光板が重ねられている場合、裏面
の吸収層、反射層、散乱反射層は偏光子が無い状態から少し暗くはなるが、ほぼ同じ状態
で見ることができる。
【００５５】
　これらのことから、偽造防止媒体１０の裏面の一部に、吸収層７０１、印刷によって色
のついた乱反射層７０２、反射層７０３が形成された偽造防止媒体１０の、図６と同じ断
面を図１１の裏面加工偽造防止媒体断面３３に示す。
【００５６】
　偽造防止媒体１０の裏面が、吸収層７０１になっている場合、偏光板を重ねた時に、導
体直線凹凸構造体Ｘ１０２もしくは導体直線凹凸構造体Ｙ１０３のどちらかが光を透過し
ている場合、または偏光板を重ねていない時は黒く見える。偏光板を重ねた時に、導体直
線凹凸構造体Ｘ１０２もしくは導体直線凹凸構造体Ｙ１０３のどちらかが入射光を反射し
ている場合は入射光と同じ色が見える。
【００５７】
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　偽造防止媒体１０の裏面が、印刷によって色のついた（この例では暫定的に赤色とする
）乱反射層７０２の場合、偏光板を重ねた時に、導体直線凹凸構造体Ｘ１０２もしくは導
体直線凹凸構造体Ｙ１０３のどちらかが光を透過している場合、または偏光板を重ねてい
ない時は赤く見える。偏光板を重ねた時に、導体直線凹凸構造体Ｘ１０２もしくは導体直
線凹凸構造体Ｙ１０３のどちらかが光を反射している場合は入射光と同じ色が見える。
【００５８】
　またここで乱反射層７０２についた色は、可視光波長のみを反射する必要はない。例え
ば赤外線のみを反射し人の目には認識できない特殊インキや、紫外線などによって励起さ
れ、別の波長を反射するような蛍光インキなどを使用すると、より偽造防止効果を向上さ
せることができる。
【００５９】
　偽造防止媒体１０の裏面が、反射層７０３になっている場合、偏光板を重ねた時に、導
体直線凹凸構造体Ｘ１０２もしくは導体直線凹凸構造体Ｙ１０３のどちらかが光を透過し
ている場合、または偏光板を重ねていない時は、入射光と同じ色が見える。偏光板を重ね
た時に、導体直線凹凸構造体Ｘ１０２もしくは導体直線凹凸構造体Ｙ１０３のどちらかが
光を反射している場合は、裏面が吸収層７０１や乱反射層７０２である時よりも強い入射
光と同じ色が強く見える。従って、同じ導体直線凹凸構造体Ｘ１０２もしくは導体直線凹
凸構造体Ｙ１０３の面内に反射層７０３とそれ以外の層があった場合、反射層７０３があ
る部分がより明るく、コントラストがついて見える。
【００６０】
　また、ここでは回折構造体１０４によって光を遮断されるため、偽造防止媒体１０裏面
の中でも、回折構造体１０４裏側の加工は表面から確認することができないため、導体直
線凹凸構造体Ｘ１０２、導体直線凹凸構造体Ｙ１０３の部分のみに追加の層を設けている
が、全面に同加工を行っても良い。
【００６１】
　また、ここでは偽造防止媒体１０裏面の平行する同一面内に吸収層７０１、乱反射層７
０２、反射層７０３を設けているが、必ずしも同一面内で各層を形成する必要はない。例
えば、偽造防止媒体１０の裏面の一部に反射層７０３を形成し、その上にスミインキなど
を用いて一部分に吸収層７０１を形成する。このような状態の偽造防止媒体１０を、印刷
や染色などによって色がついた紙に貼付することで実現しても良い。
【００６２】
　図１２は、裏面の一部に反射層が設けられた偽造防止媒体１０を裏側から見ている図で
ある。印刷で黒の吸収層７０１と白の乱反射層７０２が形成されている菱形パターン７０
４と、その一部が文字パターン「Ｐ」が左右反転した形をした反射層７０３があるとき、
導体直線凹凸構造体Ｘ１０２、導体直線凹凸構造体Ｙ１０３は光を透過するので、偽造防
止媒体１０を表面から見た図は図１３のようになり、文字パターン「Ｐ」が見える。また
、この際裏面の反射層７０３は、全面に印刷された菱形パターン７０４と偽造防止媒体１
０との間に挟み込まれるような構成になっていても良い。
【００６３】
　これにｙ軸方向に直線変更を透過するような向きの偏光板を、偽造防止媒体１０の表面
に重ね、照明など強い光が反射し目に入るような角度で偽造防止媒体１０を見た時、図１
４のようになる。導体直線凹凸構造体Ｙ１０３は強い光を反射するため裏側の反射層７０
３や、菱形パターン７０４は見えず、光を透過する導体直線凹凸構造体Ｘ１０２を介して
、裏側の反射層７０３や菱形パターン７０４の一部を見ることができる。しかし、照明な
どの強い光が直接目に反射してこないような角度で偽造防止媒体１０を見た時、反射層の
一部である反射光強化部７０５が、他の導体直線凹凸構造体Ｙ１０３の部分とは違ってよ
り明るく見える。
【００６４】
　図１２の反射層７０３の部分に何も無く、光が透過する光透過部７０６である場合を図
１５に示す。このような偽造防止媒体１０を光にかざした時、図１６のように光透過部７
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０６の部分だけが見え、これにｙ軸方向に直線変更を透過するような向きの偏光板を、偽
造防止媒体１０の表面に重ねた時、図１７のように、潜像の透過部の部分のみが透過して
見える。この時、導体直線凹凸構造体Ｘ１０２、導体直線凹凸構造体Ｙ１０３の反射性能
が十分でなく、一部の光を透過してしまう場合、部分透過部７０７が見える。
【００６５】
　以上のような方法で作成した偽造防止媒体１０は保護層１０５を含む。保護層１０５は
樹脂フィルムなどを接着剤で偽造防止媒体１０の表面に貼付しても良いし、透明樹脂を形
成することで保護層１０５としても良い。
【００６６】
　図１８は、偽造防止媒体商品券５０に貼付し、セキュリティ性を高めた実施形態の例を
示したものであり、印刷物本体５１を含んでいる。
【００６７】
　印刷物本体５１は基材５２を含んでおり、基材５２は例えば紙やポリマーなどからなり
、基材５２の上には印刷層５３が形成されている。基材５２の印刷層が形成した面には、
偽造防止媒体１０が例えば接着層を介して固定されており、偽造防止媒体１０は、粘着層
または接着層を介して貼付することにより、基材５２に固定する。
【００６８】
　印刷物本体５１は偽造防止媒体１０を含んでおり、この例では偽造防止媒体１０は、回
折構造体１０４を含んでいるため、この印刷物の偽造または模造は困難である。見かけ上
似せたものを作れたとしても、偽造防止媒体１０は偏光板４０を介して見ることにより目
視可能な、導体直線凹凸構造体Ｘと導体直線凹凸構造体Ｙからなる潜像例えば「ＯＫ」が
発現することを知る人物が限られていれば、この構造に気付かず、またこの凹凸構造を作
ること自体も困難であるため、偽造をより難しくしている。
【００６９】
　また、印刷物本体５１が真正品であるか偽造品であるかの判定を、偏光板４０を介して
見ることで容易に行うことが出来る。
【００７０】
　なお、図１８では印刷物本体５１として商品券５０を例示しているが、偽造防止媒体１
０を含んだ印刷物はこれに限られず、有価証券、紙幣、重要書類や、基材５２にプラスチ
ックなどを用いたＩＤ（ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ）カード、ＩＣ（ｉｎｔｅｇｒａ
ｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉｔ）カードなどのカード類。または、真正品であることが確認され
るべき物品を収容する包装体又はその一部であってもよい。
【００７１】
　また図１８の印刷物本体５１において、偽造防止媒体１０を基材５２に支持させるため
に、必ずしも接着層を用いる必要はなく、例えば基材５２が紙であれば、偽造防止媒体１
０を紙に漉き込み、偽造防止媒体１０に対応した位置で紙を開口させてもよい。あるいは
基材５２が光透過性を有する材料を使用した場合、その内部に偽造防止媒体１０を埋め込
んでもよい、また基材の裏面、即ち表示面とは反対側の面に表示体１０を固定してもよい
。
【００７２】
　これらのラベル付き物品の製造には、例えば、接着ラベル又は転写箔を利用することが
できる。
【００７３】
　図１９は、偽造防止ラベルの実施形態の例を示した説明図であり、偽造防止媒体１０と
転写基材６０と接着層６２に加え、剥離保護層６１を含んでいる。剥離保護層６１は省略
することができる。
【００７４】
　接着剤が塗工された転写基材６０は、偽造防止媒体１０をその表示面側で剥離可能に支
持しており、例えば樹脂フィルムからなる。剥離保護層６１は、転写基材６０と偽造防止
媒体１０の間に位置している。
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【００７５】
　偽造防止媒体１０の表示面の裏面を被覆している接着層６２は、例えば熱可塑性樹脂か
らなる。
【００７６】
　以上、この発明の実施形態について図面を参照して詳述してきたが、具体的な構成はこ
の実施形態に限られるものではなく、この発明の趣旨を逸脱しない範囲の設計等も含まれ
る。
【符号の説明】
【００７７】
１０・・・導体直線凹凸構造と回折構造が一体となった偽造防止媒体、
２０・・・偽造防止媒体ＸＺ断面Ａ、
２１・・・偽造防止媒体ＸＺ断面Ｂ、
３０・・・偽造防止媒体ＹＺ断面Ａ、
３１・・・偽造防止媒体ＹＺ断面Ｂ、
３２・・・偽造防止媒体断面詳細、
３３・・・裏面加工偽造防止媒体断面
４０・・・偏光板、
４１・・・光源、
５０・・・商品券、
５１・・・印刷物本体、
５２・・・基材
６０・・・転写基材、
６１・・・剥離保護層、
６２・・・接着層
１０１・・・構造体形成層、
１０２・・・導体直線凹凸構造体Ｘ、
１０３・・・導体直線凹凸構造体Ｙ、
１０４・・・回折構造体、
１０５・・・保護層、
１０６・・・切断面ＹＺ
１０７・・・切断面ＸＺ
６０１・・・透過性直線凹凸構造体Ｘ
６０２・・・透過性直線凹凸構造体Ｙ
６０３・・・透過性回折構造体
６０４・・・導体
７０１・・・吸収層、
７０２・・・乱反射層、
７０３・・・反射層、
７０４・・・菱形パターン、
７０５・・・反射光強化部、
７０６・・・光透過部、
７０７・・・部分透過部
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【図１７】

【図１８】

【図１９】
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